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第 1 章 はじめに

1-1 研究背景

現在日本国内 MICE の開催は東京や横浜のような交通アクセスが良く、会場施

設、宿泊・飲食施設などハード面が整備されている大都市に集中している。そ

して、国際的な MICE 産業の競争力強化のため、国として集中的な支援も MICE

誘致のポテンシャルの高い大都市に偏っている。2013 年 6 月には、東京、横浜

市、名古屋市、京都市、大阪市、神戸市、福岡市という 7 自治体がグローバル

MICE 都市として選ばれた。また、2015 年 6 月に札幌市、仙台市、千葉市、広島

市、北九州市がグローバル MICE 強化都市と選ばれた。しかし、大都市の MICE

施設では特定の施設の稼働率が高く、主催者からの案件を断っており、MICE 開

催を取り逃している現状が明らかとなっている(松本 2016)1。

日本の中小都市において、急速に進む少子高齢化や人口減少の影響で、地域

経済も停滞している。国際 MICE の開催が地域経済の活性化、地域交流人口の拡

大、地域の国際化に大きな役割を果たしており、特に経済に及ぼす波及効果が

高いため、地方中小都市も積極的に取り組んでいる。地方都市は、国際アクセ

スや施設規模、宿泊・飲食施設の集積、知名度等において、大都市に比べられ

ないが、地場産業、地域に立地する大学の研究特性、ユニークベニュー 2 に代

表される地域資源などを活用することで、特定分野あるいは特定ニーズのある

MICE の誘致・開催に成功した例も数多く見られる。そして、地方中小都市で国

際会議を開催する際に、大都市よりコストが低く、その地域ならではの体験項

目や伝統芸能、郷土料理などを満喫できることが地域での開催の魅力であると

言われている。

1 松本 純「MICE 機能を通じた都市地域マネジメントの展開」(つくば大学社会システム・

マネジメント,社会工学域,理工学群社会工学類都市計画主専攻卒業論文)

２ユニークベニュー:歴史的建造物、文化施設や公的空間等で、会議・レセプションを開催すること

で特別感や地域特性を演出できる会場のことを指す。(出典:JNTO コンベンション誘致開催支援ホー

ムページ)



5

日本においては大都市を対象とする国際 MICE の研究は多いが、地方都市にお

ける国際 MICE の研究が少ない。観光庁による「地域における国際会議誘致に関

するアンケート調査」において、国際会議・学会の誘致が地域で有する大学や

研究機関のキーパーソンの有無や、域内大学・研究機関・地元企業・商工会議

所など団体との連携が重要だと明らかにしたが(観光庁 2016)3、具体的な地方

都市においてどのように展開しているのかはまだはっきり把握できていない。

表 1-1 グローバル MICE 都市とグローバル MICE 強化都市の人数
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370 229 147 269 153 153 195 108 97 119 96

(官公庁のホームパージの情報より作成)

グローバル MICE 都市とグローバル MICE 強化都市に入っている都市が人口大

体 100 万人以上の大都市である。

本研究では、国際 MICE の誘致において、それぞれの都市の MICE 誘致の格差

に影響を与える要素を具体的な事例から明らかにしようとしている。地方都市

の MICE の活性化が日本 MICE の活性化の鍵であると筆者は考えるため、地方都

市の MICE を研究対象とする。

3 観光庁「地域における国際会議誘致に関するアンケート調査」(平成 28 年 3 月 地域の

特性を活かした MICE の推進に係る調査事業報告書」
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1-2 研究目的

そこで本研究では、日本地方中小都市の国際 MICE の誘致について、MICE の

取り組みを主たる業務とする組織であるコンベンションビューロー（以下 CB）

に着目し、以下の２点を明らかにすることを目的とする。

1)国際 MICE の誘致・開催活動に積極的に取り組んでいる日本国内地方中小都市

(人口 10 万～30 万)の現状を把握し、抽出した 3 都市の CB を対象に、国際 MICE

の誘致に大きな影響を与える要素を明らかにする。

2)3 都市の CB2005～2015 年の 11 年間分の事業報告書を入手し、うち主に誘致

事業、調査企画事業の精査を通じて、各取組の傾向や試行錯誤の過程を把握し、

今後地方都市で国際 MICE を推進するための知見を得て、提言を行うことを目的

とする。
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1-3 既往研究の整理

(1)地域都市の MICE に関する研究

松本(2016)は、大都市だけではなく地方都市においても MICE の誘致開催に積

極的に取り込んでいることを明らかにした。MICE を推進していくうえで地域の

強みとなる資源の開発・活用によって自地域における MICE 誘致・開催の個性化

や高付加価値の鍵となり、地域資源に最適な MICE を見つけ、誘致することが大

切であるとしている。しかしながら、地方都市ならではの観光資源が国際会議

の誘致に影響を与えるかについては、明らかにされていない。

(2)MICE 参加者の満足度に影響する要素に関する研究

岩崎(2011)は、地方都市は大都市と同じ土俵で競争しても勝ち目はないが、

「ならではのおもてなし」の追求においては、都市規模は無関係であるとした。

参加者へのアンケート調査の結果により、会場施設や会場へのアクセシビリテ

ィ等ハード面の整備より地域ならではの食・お土産との出会いや観光の魅力等

ソフト面の要素が参加者満足度に大きな影響を与えていることが示された。

これから、ならではの魅力を「MICE 参加者に対するおもてなし」として形にし、

実行していくことが大切としている。

図 1.1 「コンベンション参加者満足度モデル」の構造

(「地方都市の MICE 振興戦略―静岡県の取り組みからの示唆―」,岩崎,2011 よ

り)
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MICE は企業等の会議(Meeting)、企業等の行う報奨旅行・研修旅行(Incentive

travel)、国際機関・団体、学会等が行う国際会議(Convention)、展示会・見本

市、イベント(Exhibition/Event)という 4 つの部分で構成されている。本研究

では、そのうちのコンベンションを中心に、MICE の取り組みを主たる業務とす

る組織であるコンベンションビューローに着目し、地方中小都市における国際

会議の誘致に影響を与える要因を明らかにする。
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1-4 研究の構成及び方法

1-4-1 論文の構成

本論文は、5 章で構成される。第 1 章では、研究の背景と目的、既往研究の

整理と論文構成、調査方法を記した。

第 2 章では、地方都市における MICE の概要を把握し、研究対象とする CB を

抽出する。

第 3 章では、抽出した 3 都市（松江市、福井市、山形市）の CB を対象に、国

際 MICE の開催に影響を与える要因を明らかにする。プレ調査として、EXPO ミ

ーティング 2016 に集まる人口 10〜30 万人の地方都市の CB 担当者に MICE の取

り組み現状について、簡易インタビュー調査を行った。調査から得られた情報

の上に、抽出した 3 都市にハード面の整備状況、CB が行っている業務、MICE

の誘致に大きな役割を果たしている地場産業・地域組織の存在、エクスカーシ

ョン（視察や懇親会）の企画・運営内容、その他工夫点について、詳細なイン

タビュー調査を行った。各要素が国際 MICE 誘致・開催段階に与える影響を分析

する。

第４章では、松江市、山形市、福井市の CB の 2005 年～2015 年の事業報告書

を入手し、この内の主に誘致事業、調査・企画事業を精査し、各 CB が取り組ん

でいる誘致、調査・企画事業の傾向や展開、戦略性の有無等を明らかにする。

今後地方都市で国際 MICE を推進するための知見を得て、提言を行う。

第 5 章は、以上を総括し、地域が有する資源と照らしながら、誘致・開催の

各段階で、より戦略的に CB の事業を行う要点を整理した。

図 1.2 論文構成図
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1-4-2 調査方法

先ず、既往研究等文献調査により、地方都市の国際 MICE の開催状況を概観し、

人口 10 万から 30 万までの松江市、福井市、山形市 3 都市の CB を研究対象とし

て抽出した。

まだ EXPO ミーティング 2016 に集まる人口 10 万から 30 万人の地方都市の CB

担当者に対して簡易なインタービュー調査を行った(5 都市)。その結果、現在

人口 10 万～30 万人の地方都市 MICE の取り組み現状がわかった。また、この結

果に踏まえ、研究対象となる 3CB に半構造化インタビュー調査を行った。調査

の結果、国際会議誘致と開催段階における地域資源活用の視点が違うことや、

誘致と開催段階においてそれぞれの大きな影響を与える要素を明らかにした。
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第 2 章 研究対象地を選択した経緯

2-1 目的

2 章では、筆者の研究対象地となる人口 10 万から 30 万人以内の都市のうち

に、3 都市を取り上げた理由を明らかにする。

2-2 人口 10 万から 30 万までの都市に注目する理由

表 2-1 都市分類

「MICE 機能を通じた都市地域マネジメントの展開」より

「MICE 機能を通じた都市地域マネジメントの展開」において、松本(2016)

は、大都市だけではなく地方都市においても MICE の誘致開催に積極的に取り組

んでいることを明らかにしている。その論文では、地方都市は人口規模によっ

て、中核市、特例市、小都市に分けられている(表 2-1)。

総務省のホームページに掲載されている特例市とは、日本の地方公共団体の

うち「法定人口が 20 万人以上」の要件を満たし、地方自治法第 252 条の 26 の

3 第 1 項に定める政令による特別指定を受けた市のこと。かつてあった大都市

制度の１つで、2015 年に制度としては廃止され、廃止時に特例市であった市の

うち中核市等に移行しなかった市は施行時特例市と呼ばれ経過措置がとられて

いる。現在、施行時特例市に入っている都市は大体人口 10 万から 30 万以内の

37 都市である。
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中核市は政令指定都市が処理することができる事務のうち、都道府県がその

区域にわたり一体的に処理することが中核市が処理することに比して効率的な

事務を除き、中核市に対して移譲するものである。要件は人口 20 万人以上であ

る。中核市制度は平成 7 年 4 月 1 日より施行され、平成 28 年 4 月 1 日現在の中

核市の数は 47 都市である。

また、特例市は中核市が処理することができる事務のうち、都道府県がその

区域にわたり一体的に処理することが特例市処理することに比して効率的な事

務を除き、特例市に対して移譲するものである。特例市制度は平成 12 年 4 月 1

日から施行、平成 27 年 4 月 1 日に廃止。特例市制度が廃止の際、現に特例市で

ある市(施行時特例市)が特例市としての事務を引き続き処理する。施行時特例

市は、平成 32 年 3 月 31 日まで人口 20 万人未満であっても中核市の指定を受け

ることができる。平成 28 年 4 月 1 日現在施行時特例市の数は 37 市である。中

核市と施行時特例市は大きな違いがないが、人口規模や処理できる事務に関し

て中核市の範囲のほうが広い。

表 2-2 現在指定都市・中核市・施行時特例市に属する市

( 出 典 : 総 務 省 地 方 公 共 団 体 の 区 分 / 中 核 市 ・ 施 行 時 特 例 市

http://www.soumu.go.jp/cyukaku/)

http://www.soumu.go.jp/cyukaku/
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表 2-3 国内モデル都市事例紹介

(「地域の特性を活かした MICE の推進にかかわる調査事業報告書 平成 28 年 3

月」より作成)

表 2-3 国内モデル都市事例紹介では、地域独特の地域資源を活用することで

国際 MICE に取り組んでいる 6 つの都市が挙げられている。そのうち、山形市、

長岡市、松江市、別府市が人口 10 万から 30 万以内の施行時特例市である。そ

のため、人口 10 万から 30 万以内の地方都市が地域ならではの地域資源を活用

することで、積極的に国際 MICE の誘致・開催を行っているという仮説を立てた。

本研究では、表 2-1 の都市分類に従い、特に特例市(現在の施行時特例市)を対

象に事例を増やして行うことで、詳細に地域別に異なる特徴があるかどうかを

把握したい。
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2-3 調査対象都市の選定

JNTO1 の日本コンベンションガイドブックからコンベンションビューローを

持っている 49 都市において、2010 年以降の主な会議開催実績と向こう数年の

主な会議開催予定をもとに、49 都市における国際会議実績と予定開催表を作っ

た。

JNTO の統計データによる国際コンベンション定義 2 により、国際会議は総参

加者数 50 以上で、日本を含む三ヶ国以上、開催期間一日以上で、主催者は国際

機関・国際団体(各国支部を含む)または国家機関・国内団体(民間団体以外)で

ある。JNTO 都市ガイドブックに掲載されているコンベンションビューローを有

する 49 都市の 2010 年以降の主な会議開催実績と向こう数年の主な会議開催予

定に、全ての会議が JNTO 国際会議の要求に満たすのかははっきり判断できない。

本研究における自らの国際会議の基準を次のように定めた:

①会議名称に「世界」、「国際」、「アジア」、「日中韓」等文字が出現して

いる会議を国際会議と認める。

②名称には上記の文字が入っていないが、うち外国人参加者数が総参加者数の

10%以上の会議を国際会議としている。

③名称が英語で表記しており、外国人参加者数が 10%以下の会議については、

ウェブで詳細を調べてから、国際会議にあっているかを決める。

その結果、会議名称に「世界」、「国際」、「アジア」、「日中韓」等文字を

含める会議がほとんど外国人の割合が 10％以上の国際会議であることがわか

った。

1JNTO:日本政府観光局の略称。

2JNTO の国際会議の定義は「自治体、コンベンション推進機関、会議施設のための国際会議

誘致ガイドブック」より
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表 2-4 CB を有する都市 2010 年～2017 年までの主な国際会議開催回数

(「日本コンベンション都市ガイド －施設の概要と公的支援―」より作成)
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表 2-5 松江 CB2010 年～2017 年までの主な開催実績と今後開催の予定

(「日本コンベンション都市ガイド －施設の概要と公的支援―」より作成)
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表 2-6 つくば観光コンベンション協会 2010～2017 年までの主な開催実績と

今後の開催予定

(「日本コンベンション都市ガイド －施設の概要と公的支援―」より作成)
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表 2-7 福井観光 CB2012～2017 年までの主な開催実績と今後の開催予定

(「日本コンベンション都市ガイド －施設の概要と公的支援―」より作成)
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表 2-8 山形 CB の主な開催実績と今後の開催予定

(「日本コンベンション都市ガイド ―施設の概要と公的支援―」より作成)

表 2-5、表 2-6、表 2-7、表 2-8 は松江、つくば、福井、山形 4 つのコンベン

ションビューローの開催実績と今後の開催予定である。コンベンションビュー

ローを有する人口 10 万～30 万までの地方中小都市の国際会議の開催実績と予

定開催の統計表により、開催回数が大きくほかの都市と離れている上位四位の

都市は松江市(15 回)、つくば市(13 回)、福井市(10 回)、山形市(9 回)である。
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そして、この 4 つの都市は全部特例市(現在の施行時特例市)である。

表 2-9 2005 年～2014 年まで、松江、つくば、福井、山形 CB の国際会議実際

の開催回数

(「国内都市別 国際会議開催件数 一覧表」より作成)

表 2-9 の集計について:

松江 CB と福井観光 CB は島根県と福井県全体の国際会議をマネジメントする

ため(コンベンションビューローに確認済み)、松江 CB の国際会議の開催回数は

JNTO の「国内都市別 国際会議開催件数 一覧表」に掲載している松江市と浜

田市の開催回数の合計で示した。福井 CB の国際会議の開催回数は福井県を構成

する福井市、敦賀市、勝山市、あわら市、越前市、小浜市、鯖江市、永平寺町

の合計で示した。そして、山形 CB が山形市を中心とする村山広域圏(7 市 7 町

山形市、寒河江市、上山市、天童市、東根市、村山市、尾花沢市、山辺町、中

山町、河北町、西川町、朝日町、大江町、大石田町)において、国際会議や全国

大会をはじめとするコンベンションを開催している。その国内都市別国際会議

開催件数一覧表に掲載している山形県内の都市は山形市、米沢市、鶴岡市、上

山市 4 つの都市だけなので、山形市と上山市の合計回数を山形 CB の国際会議開

催回数としている。

表 2-9 のデータにより、つくば CB が開催する国際会議の数(645 回)はほかの

3 都市をはるかに上回っている。そして、つくば市においては、約 300 の 研究

機関、18,000 人におよぶ研究者が最先端の研究活動を行っており、日本最大の

サイエンスシティであるとともに、130 カ国以上からの多くの外国人が居住す

る国際色豊かな街でもある。つくばの中核施設「つくば国際会議場」では、最

大 1,258 名収容の大ホール、2 つの中ホールや会議室と映像で結ぶことにより、
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2,500 名規模の会議の開催が可能である。交通方面において、都心からは、秋

葉原から最短 45 分で結ぶ「つくばエクスプレス（TX）」、関東以外からは、神

戸（又は札幌）～茨城空港間の飛行機が便利である。

そういった情報で、つくばが特異な状況であることを考慮し、研究対象から

除外した。しかも、松本(2016)の研究では、つくば国際 MICE 都市としての特徴

が明らかにされていることから、つくばを除き、松江、福井、山形を研究対象

地とした。
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第 3 章 国際 MICE の開催に影響する要因の分析

3-1 調査の目的と方法

3 章においては、3 都市(松江市、福井市、山形市)のコンベンションビューロ

ーを対象に、国際 MICE の開催に影響を与える要因を明らかにすることを目的と

して、EXPO ミーティング 2016 でのプレ調査や第 2 章で抽出した 3 都市に対す

るインタビュー調査、ウェブサイトからの文献調査等を行い、集めた情報を表

にまとめて、国際 MICE の開催に影響する様々な要因を比較、分析した。

3-2 インタビュー調査項目設計のためのプレ調査

ここでは、表 2-4 に掲載されている人口 10～30 万人の地方中小都市のうち

に、抽出した 4 都市を除き、残り 8 都市のうち、ミーティング EXPO2016 に出展

した 5 都市(表 2-4 の赤い丸を付けている都市)を対象に、国際会議を誘致する

際に重視する要素、CB の運営のシステム、エクスカーションの企画・運営、CB

が抱える課題等について、簡易なプレ調査を行った。

3-2-1 5 都市の国際 MICE の取り組み現状

釧路市において、国際会議誘致する際に、最も重要なのは主催者が国際会議

をここで開催する動機であると示された。釧路においては水産業や石炭業が強

く、この地域の強みを活用し、水産関係、石炭関係の国際会議を誘致している。

釧路観光コンベンション協会の運営資金は①市役所からの補助、②観光協会

の会員の賛助、③お土産、売店からの利益という 3 つの方面から出ている。

エクスカーションについては、2 パターンがある。一つは CB からの提案で、

ただし、その実施中のバス交通の部分だけは外の会社に頼むという形になって

いる。もう一つのパターンは企画から実施まで全てを旅行会社(JCB 等)に任せ

るという形である。そして、一般的にはパターン 2 のほうが多い。エクスカー

ションの内容についても、大体 2 種類に分かれている。一種類は学会会議の内
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容に合わせたコンテンツを作る。たとえば、野鳥会議の場合は、会議テーマに

フィットする探鳥活動がエクスカーションに設定されることが多い。それ以外

に、基本的にまったく会議内容に関係ない観光旅行を企画する。

釧路観光コンベンション協会が課題だと考えているのは釧路までアクセスし

にくいということである。

伊勢志摩において、サミットをきっかけに、今年から三重大学と連携し、国

際会議の誘致に取り組み始めた。国際会議誘致の形というと、多くの場合は PCO1

や旅行会社を通じて、主催者に提案してもらい、CB が直接に主催者にアプロー

チするという形である。

しかし、伊勢志摩が抱える最も大きな問題はホテルがないということである。

多くのホテルの中身は旅館で、会議室、ホールなどがついていなく、洋室のホ

テル、ビジネスホテルもない。エクスカーションについては、コンベンション

ビューローのパンフレットに掲載しているモデルコースを提案する純粋な観光

旅行が多い。

松本においては、地域規模に合わせた MICE の誘致に注力している。松本観光

コンベンション協会からは会場施設と宿泊施設が非常に重要であると指摘され

た。松本においては、4000 人から 5000 人規模の会議施設と宿泊施設を提供で

きる。また、国際会議を誘致する際に、県や市役所から提供された情報に基づ

いて、首都圏の学会などへの訪問活動、JNTO が主催した展示会への参加をして

いる。海外への展示会の参加はまだ始まっていない。それ以外に、地元大学(信

州大学など)からの情報提供、東京のエージェント(旅行代理店など)も国際会議

を誘致してくれる。

エクスカーションの部分は松本観光コンベンション協会がやっている。まだ、

県に存在するほかの観光をやっている組織からの協力も得ている。松本 CB の担

当者によると、エクスカーション部分は国際会議を誘致してくる力には至らな

いが。東京などの大都市での開催より地方都市で国際会議を開催する方が、コ

ストが安く、また、大都市より地方都市の方が特色のある地域資源が豊富であ

る。

徳島観光協会は観光と県全体の MICE 誘致開催を行っている。国際会議の誘致

において、地元大学との連携と地場産業の存在という二点が重要である。1)大



24

学との連携は国内・国際会議両方において役に立っている。歴史のある徳島大

学の医学部、工学部、薬学部、歯学部が強く、徳島大学経由で国際会議を誘致

してもらうケースがよくあるため、大学の研究者の力が大事だと考えられる。2)

また、徳島において、日亜化学工業(LED 企業、青色の LED を開発した企業)、

大塚製薬など大手企業があり、地場産業に関係する国際会議も多く開催されて

いる。徳島で開催された国際会議は地域の強みとなる地域資源に繋がりのある

分野の会議が多い。

徳島観光コンベンション協会の方によると、会場施設、宿泊施設、アクセス

ができてから、国内・国際会議の開催が可能であり、地方都市においては、大

都市より安く開催でき、いろいろな体験もできるとのことであった。

徳島観光コンベンション協会が抱える課題は人数の多い学会の宿泊の対応が

難しく、何千人規模の場合はほかの近くのホテルを借りなければならない。

盛岡観光コンベンション協会においては、会場が駅から近いのは誘致のメリ

ットで、また、国際会議を誘致する際には、キーパーソンの力が大きいと言わ

れた。学術的な会議が多く、地元大学の研究者とのネットワークが幅広く構築

している。最近、首都圏の先生にも働きかけており、今後、そのネットワーク

を一層広げていく。また、、国際誘致を促進していくため、2015 年より助成金

がかなりの量になった。盛岡観光コンベンション協会の運営資金はメインは盛

岡市からの補助で、それ以外は賛助会の会費もある。賛助会の会員は盛岡市近

所の企業や観光関連の企業等である。

1PCO:国際会議や、学会、シンポジウム、展示会など MICE 開催の企画・運営（会議

会場、同時通訳、宿泊施設の手配や講演者などのアテンドなど）を総合的にサポー

トする、国際会議・学会、展示会の総合運営サービス提供事業者は PCO と呼ばれ、

その業務範囲は国際会議や学会の誘致段階の企画や申請他事務から実際の会議・学

会運営・事務局代行など、多岐にわたる。 *（PCO：プロフェッショナルコングレ

スオーガナイザー / Professional Congress Organizer(MICEJAP のホームペー

ジより http://mice-japan.alexis.jp/mice_service_PCO.html)
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エクスカーションはコンベンションビューローが企画し、旅行会社に実施して

もらう。エクスカーションの内容は会議開催地の決定に大きな影響はないと考

えられる。

3-2-2 インタビュー調査を行った CB が国際会議誘致において大事な役割を果

たす要素に関する認識

5 都市の CB においては、宿泊施設のキャパシティが少ないことや交通アクセ

スが悪いこと等、様々な課題が存在している。1)各コンベンションビューロー

の担当者によって、MICE 開催の必須前提条件は、会場施設、宿泊施設、アクセ

スの整備であることがわかった。そのため、ハード面に制限がある地方中小都

市にでは、地域の規模に合わせた国際 MICE の誘致に注力すべきだと考える。

2)また、MICE の誘致段階と開催段階において、役に立つ要因が異なることが

わかった。誘致段階ににおいて、地域の強みとなる地場産業や自然資源、地元

大学・研究機関の強い分野等に関係する分野の国際 MICE の誘致が行いやすい。

また、地元大学の研究者との人脈づくりが非常に大事だと考えられる。

3)MICE の誘致段階と開催段階で地域資源活用の視点が異なることを把握し

た。

3-3 3CB の国際 MICE の誘致・開催現状の把握と国際 MICE の誘致に大きな影響

を与える要因の分析

第 2 章で抽出した 3 都市において、国際 MICE の誘致に大きな影響を与える要

因を明らかにするため、プレ調査で得られた 5 都市の CB の国際会議誘致段階に

影響を与える要因に関する認識を参考に、3 都市の CB に対して、1.都市のハー

ド面の整備状況、2.ソフト面の整備状況(1)CB が行っている業務、(2)MICE の誘

致に大きな役割を果たしている地場産業・地域組織、運営システム等、(3)エク

スカーション(視察や懇親会)の企画・運営内容等について、半構造化インタビ
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ュー調査を行った。

3-3-1 3 都市のハード面の整備状況

3 都市への現地調査やウェブサイトでの文献調査を通じて、3 都市のコンベン

ション会場、宿泊施設、交通アクセスの整備状況を把握した。

会場施設

松江

くにびきメッセ(島根県立産業交流会館)

(写真はグーグルから)

くにびきメッセ(島根県立産業交流会館)、島根県のコンベンション施設の中

核的拠点である。展示場・会議室の両方を備えた山陰最大規模を誇るコンベン

ション施設である。大展示場全面で最大収容人数は 5000 人シアター形式で、多

目的ホールは最大収容人数はスクール形式で 350 人、シアター形式で 650 人で

ある。国際会議場は半円形会議場で、シアター形式で最大収容人数は 510 人で、

同時通訳機が四か国語対応可能である。

JR 松江駅より徒歩 7 分

出典:くにびきメッセホームページより http://www.kunibikimesse.jp/8.html

くにびきメッセ島根県立産業交流会館のパンフレットより

http://www.kunibikimesse.jp/8.html
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島根県民会館

(写真はグーグルから)

島根県民会館は松江中心部に位置する施設で、固定席ホール(大ホール、中ホ

ール)のほかに大小の会議室を兼ね備えている。JR 松江駅より徒歩 20 分

バス:松江しんじ湖温泉行 10 分「県民会館前」下車 キャパシティ 1804 人

出典:島根県民会館ホームページより http://www.cul-shimane.jp/hall/

松江テルサ

(左の写真はグーグルから、右の写真は松江テルサのホームページからテルサホ

ール(590 ㎡))

松江テルサは、JR 松江駅前にあり、交通の利便性が抜群のところにある。施

設は、平土間でもシアター形式でも使用できるテルサホールや、大小の会議室

を備えている。

JR 松江駅前 キャパシティ 580 人

http://www.cul-shimane.jp/hall/
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出典:松江テルサホームページより

http://www.sanbg.com/terrsa/floor/hall.html

福井

フェニックス・プラザ

(福井調査の際に筆者撮影)

福井市フェニックス・プラザは福井県最大規模のコンベンション施設である。

大ホール(最大 2000 名収容)・小ホール(最大 500 名収容)・会議室を保有する施

設で、大ホールはコンサートやパーティ、会議室は研修会や会議等様々な用途

に合わせ利用できる。

電車で JR 福井駅前より約 10 分、えちぜん鉄道三国芦原線田原町駅下車

バスで福井駅前より約 10 分、コミュニティバス『すまいる』「田原町駅」下車

出典:福井コンベンションガイド、フェニックスプラザホームページより

http://www2.fctv.ne.jp/~phoenix/index.html

福井県県民ホール

http://www.sanbg.com/terrsa/floor/hall.html
http://www2.fctv.ne.jp/~phoenix/index.html
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(左の写真はグーグルから 右の写真は福井県県民ホールのホームページから)

福井県県民ホールはアオッサの８階にある多目的ホール(設置者:福井県)で、

キャパシティは最大 570(シアター) コンベンションスクールの形式、学会、

会議、シンポジウム、セミナーなどに使われる。

徒歩で JR 福井駅より 1 分

出典:福井県県民ホールホームページ

http://kenminhall-fukui.jp/aboutstyle/

福井県国際交流会館

(写真はグーグル画像から、右手は多目的ホール)

福井県の国際交流活動の拠点として、多くの国際交流事業を行っている。

多目的ホールの収容人数は最大 300 人で、講演会、シンポジウム、国際会議、

音楽会等多目的に利用できる。電動可動式座席を収納することによりフラット

なフロアーでレセプション、展示会場としても利用できる。各種音響映像装置

および 5 か国語対応の同時通訳設備もある。

JR 福井駅より徒歩 15 分/自動車で福井 IC より 20 分

http://kenminhall-fukui.jp/aboutstyle/
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出典:福井コンベンションガイド、福井県国際交流会館ホームページより

https://www.f-i-a.or.jp/ja/plaza/facilitys/rental/b1f/multipurposehall

/

山形

山形テルサ

(山形調査の際に筆者撮影)

山形テルサは山形市内もっとも使われている施設である。交通利便性の高い

JR 山形駅西口地区に立地する。テルサホールの最大収容人数が 806 名で、クラ

シック演奏会やコーラス発表などに適した本格的なコンサートホールである。3

階にあるアプローズは昇降舞台、移動観覧席、プロジェクターなどを備え、大

規模な研修や講演会に対応できる多目的施設で、最大収容人数は 400 名である。

JR 山形駅西口より徒歩 3 分

出典:山形テルサの紹介パンフレット、山形テルサホームページより

http://www.yamagataterrsa.or.jp/

山形ビッグウイング (山形国際交流プラザ)

https://www.f-i-a.or.jp/ja/plaza/facilitys/rental/b1f/multipurposehall/
https://www.f-i-a.or.jp/ja/plaza/facilitys/rental/b1f/multipurposehall/
http://www.yamagataterrsa.or.jp/
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(山形へ調査する際に筆者撮影)

山形ビッグウイングは日本東北地方の国際化の役割の一翼を担っている。学

会・大会・展示会・イベントすべてのニーズに応える複合コンベンション施設

である。最大収容人数は 3500 人で、２階の 400 席のところに同時通訳の設備が

付き、五か国語対応できる。

JR 山形駅より少し離れているが、バス『県立中央病院行き』で 20 分、タクシ

ーで約 15 分。

出典:山形コンベンション施設ガイド、山形ビックウイングごーむページより

http://www.convention.or.jp/bigwing/

宿泊施設

表 3-1 3 都市の宿泊施設分類

http://www.convention.or.jp/bigwing/
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(松江コンベンションビューローパンフレット、福井コンベンション施設・宿泊

ガイド、山形コンベンション施設ガイドより作成)

表 3-2 3 都市交通アクセス
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(松江、山形、福井 CB のホームページ情報より作成した)

会場施設について、CB の担当者により、地方都市で開催する国際会議の規模

はほぼ 500 人以内であると言われた。以上の調査情報を踏まえて、福井と山形

の会場施設のキャパシティや設備などには大きな差がないが、松江 CB が運営し
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ている国際会議に頻繁に使われる会場施設「くにびきメッセ」は福井、山形の

会場施設より規模が大きく、国際会議必要な設備が整っているため、国際会議

の開催に使われやすいと指摘された。会場施設の規模や会場設備等が国際会議

の開催に一定的な影響を与えることが推察されたが、受容人数 500 人くらいで、

国際会議開催できる設備を備えた会場施設は 3 都市がすべて持っているため、

会場施設は 3 都市の国際会議の誘致に大きな影響は与えていないことがわかっ

た。

表 3-1 により、3 都市では宿泊施設の中に、ビジネスホテルの数が多い。3CB

へのインタビュー調査によれば、一部のホテルに 100 人くらいの会議を行うこ

とが可能で、バンケットや懇親会等がホテルで行うことも多いと言われた。ま

た、地方都市において、高級ホテルが少ないため、国際学会のトップクラスの

方の宿泊問題が地方都市の MICE 誘致・開催の課題の一つとして指摘された。

3 都市のうち、山形 CB が温泉ホテルでの国際会議の開催を売りにし、国際会

議の誘致に取り組んでいる。しかし、山形 CB の担当者は温泉ホテルが国際会議

の誘致に大きな影響を与えるわけがなく、国際会議開催段階のおもてなしや地

域魅力発信に繋がると考えられる。また、国際会議開催時に、温泉に入れない

外国人の参加者がいることや温泉ホテルの和室に慣れない参加者がいるという

課題もある。

交通アクセス方面について、地方都市は大体飛行機で直達することができな

いため、一般的に空港で乗り換え、開催地近くの駅までバスで一時間くらい移

動する。3 都市のうち、新幹線で行く場合、最も便利な都市は山形でが、新幹

線に乗車する前に成田空港から上野駅までのルートがわかりづらいともよく言

われる。

表 3-3 3CB が抱える課題

(3CB へのインタビュー調査内容により作成)
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松江 CB により、現在最も問題だと考えられるのは海外の国際会議の主催者と

のネットワークの構築である。松江コンベンションビューローが海外に向いて

の国際会議の誘致を取り組み始めたが、まだ大きな効果が出て来ていない。ま

た、交通アクセスが不便であることも言われた。

福井ではエアや陸や海において直接にアクセス出来ないのは問題である。ま

た、本格的な国際会議が開催できる都市型のホテルがなく、レベルの高いコン

ベンション専用のホームセンターもな存在しない。福井においては、コンベン

ション会場、宿泊施設、交通アクセスで構成しているハード面がまだ弱いとも

言える。

山形では、交通アクセスのエアの部分がまだ弱い。また、サイン関係の部分

も弱く、山形駅からコンベンション会場まで、サイン表示がわかりにくく、改

善される必要があると指摘された。

その結果、3 都市において、国際 MICE 誘致の前提条件となる会場施設、宿泊

施設、交通アクセスについて、それほど大きな差がないことがわかった。交通

アクセス、会場施設・宿泊・飲食施設等に優れる大都市と違い、ハード面の整

備問題は中小都市の共通問題なので、しかもなかなか改善できないところであ

る。

3-3-2 3 都市のソフト面の整備状況

3CB へのインタビュー調査で、3CB が国際会議を誘致、開催する際に、1)CB

が行っている業務、2)MICE の誘致に大きな役割を果たしている地場産業・地域

組織、運営システム等、3)エクスカーション(視察や懇親会)の企画・運営内容、

４)ほかの工夫点を把握した。そういった情報をもとに、3CB の国際会議誘致・

開催関係図を作り、3CB の国際会議誘致・開催への取り組みを分析する。



36

図 3-1 松江の国際 MICE 誘致・開催関係図

(松江コンベンションビューローへのインタビュー調査により作成)

図 3-2 福井の国際 MICE 誘致・開催関係図

(福井観光コンベンションビューローへのインタビュー調査により作成)
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図 3-3 山形の国際 MICE 誘致・開催関係図

(山形コンベンションビューローへのインタービュー調査より作成)

①各 CB の構成や行っている業務と運営仕組みの説明

ここでは、3CB へのインタビュー調査をもとに、3CB の構成や行う業務、運営

仕組み等に関する表を作成した。この表 3-4 をもとに、3CB の構成と行う業務

と運営仕組みを詳しく説明する。

松江コンベンションビューローが一般財団法人くにびきメッセが平成 3 年に

立ち上げ、その時から MICE の誘致をはじめた。そして、松江 CB は MICE の中の

コンベンションだけを取り扱う。MICE の M、I、E の部分に関する業務は県のほ

かの組織が行う。また、業務として、くにびきメッセという島根県におけるメ

インとなるコンベンション会場施設の運営管理もしている。

CB の運営資金が基本的にくにびきメッセの運営から出ているので、県や市か

らの補助が一切受けていない。松江 CB の従業員構成について、事務局長 1 人、

東京営業駐在 1 人、市からの出向 1 人、他の組織から期間限定のスタフー 1 人
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表 3-4 3CB の構成と行う業務と運営仕組み

(3CB へのインタビュー調査の内容により作成 )

で構成している。松江 CB は市役所から人材の派遣の援助を受けている。

国際会議の分野について、具体的な会議分野はないが、県外研究者経由の学

術会議が多い。また、松江市の補助金が多いため、資金面に余裕を持っていな

い理学系や工学系の国際会議がよく開催される。

福井観光 CB は MICE の誘致・開催と観光両方を同時に行っている。MICE の誘

致・開催業務については、福井県と県を構成している 16 市町と共に、コンベン

ションを中心に、MICE の誘致・開催に取り組んでいる。それ以外は、福井市と

その周辺地域の観光にもかかわっている。

福井観光 CB の運営資金は県と市からの補助と賛助委員会からの寄付金であ

る。人員構成については、副理事長と事務局長は市役所からの派遣で、市役所
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からの派遣は計 4 名、工商会議所から 1 名、JTB から出向 1 名、プロパー 3 名

での構成である。福井観光 CB は資金と人材両方に行政からの支援を受けている。

国際会議の分野について、福井では大学や学会に関係する分野の国際会議の

開催が最も多い。また、福井では、繊維、機械、電子力発電等産業に関係する

会議もよく開催される。

山形 CB は MICE の中の C を中心に MICE の誘致・開催を行っている。山形 CB

の運営資金は福井観光 CB と同じようにメインは県と市からの補助で、賛助委員

会からも一部出している。従業員については、山形 CB の方は全員プロパーで、

全国の CB の中にも、マンパワーが非常に強いと指摘された。山形 CB は資金だ

け行政からの支援を受けている。山形の会議分野について、山形大学の各学部

に関係ある学会の学術会議が最も多く、それ以外、業界団体に関する会議も開

催されている。

3CB の MICE に取り組んでいる分野は大都市のように MICE の中のコンベンシ

ョンに偏り、しかも最もアプローチしやすい学術を中心とする国際会議に集中

する傾向が見えてきた。

②MICE の誘致に大きな役割を果たしている地域産業、地域組織、地域運営シス

テム等

ここでは、3CB へのインタビュー調査から得られた国際会議の誘致に影響す

る要因を表 3-5 にまとめた。この表を参考に、3CB が学術会議を中心とする国

際会議を誘致する際に、3CB が考える重要な要素を分析する。

松江では、地元の島根大学に強みを持っている学部が少なく、国際会議がよ

く開催される学会に入っている地元大学研究者も少ないため、地域にキーパー

ソンがいなくても、コンベンション誘致ができるような仕組みを作った。過去

に松江で開催した国際会議、全国大会・学会に参加した研究者と直接にアプロ

ーチし、そういった研究者の中に、松江に愛着を持っている東京や大阪など大

都市の大学の研究者を集め、くにびきメッセファンクラブ 1 を作った。自らの

表 3-5 3CB が考える国際会議の誘致に重要な要素
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(3CB へのインタビュー調査の内容により作成 )

方法で、キーパーソンとのネットワークを構築した。また、ファンクラブに所

属する研究者との関係を維持するため、年に一回ずつ東京と大阪で会合を行い、

各学会に関する情報を集めて、首都圏や大阪等大都市に本部を持つ学会に誘致

訪問を行う。これは松江 CB が考える国際会議の誘致に最も大事な要素である。

また、国内会議や国際会議に対して、全国トップクラスの補助金を提供してい

る。それ以外に、松江 CB の担当者は国際会議の誘致には、主催者に充実な支援

や日本の伝統文化を残した松江の町の魅力も大事だと述べた。

一方、福井では、福井観光 CB の担当者が大学の教授会で国際会議誘致支援制

度やインセンティブを説明し、積極的に人脈づくりに取り組む。強い学部を持

っている福井県内大学の研究者とのネットワークの構築ができ、大学の研究者

が学会で PR してもらう。また、福井においては、繊維や機械や原子力発電など

地場産業が多く存在するため、地場産業に関係する国際会議も数多く開催され

ている。

1 くにびきメッセファンクラブ:松江コンベンションビューローが松江に愛着を持っている先生がこ

のグループに招待し、年一回東京と大阪において、先生方と国際会議・国内会議の情報を交換する。

東京、大阪の大学の先生が約 145 人、企業関係者も少数入っている。

山形では、地元大学に強みを持っている六つの学部の研究者とのネットワー
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クができており、大学の研究者が入っている学会に PR してもらう。また、地元

大学の研究者との関係を維持するため、CB が毎年会合を行ったり、大学の各学

部の説明会に出たりすることで、様々な情報を把握し、東京や仙台などの学会

本部に誘致訪問を行う。

学術会議を中心とする国際会議の誘致形式は 3 つのルートに分けられている。

1)ネットワークができたキーパーソンが学会に PR してもらい、当該都市の開催

を立候補する。2)キーパーソンから様々な学会やコンベンションに関する情報

を得て、CB が東京や大阪などの大都市に立地する学会に誘致訪問を行う。3)研

究者の知り合いの中に、大学や研究機関等に所属する研究者が多いため、キー

パーソンからまた別の研究者を紹介してもらい、キーパーソンとのネットワー

クや国際会議開催に関する情報が一層広がるようになる。

また、地域に強い分野を持っている大学や研究機関がない場合、外の研究者

との人脈づくりを積極的に行う仕組みを工夫するのもあり得る。学術会議を中

心とする国際会議の誘致に大きな影響を与える要因はキーパーソンとの人脈づ

くりだと考える。補助金や地域の魅力、充実な支援などがキーパーソンや CB

が候補主催者に PR する際に欠かせないネタであるが、国際会議の誘致に決定的

な要因ではない。

③エクスカーションの企画・運営内容

3CB へのインタービュー調査をもとに、3 都市のエクスカーションの部分を表

3-6 にまとめた。この表を見ながら、3 都市のエクスカーション部分にかかわる

各主体とエクスカーションのコンテンツについて説明する。

松江 CB においては、CB の職員が主催者側の希望を聞き、エクスカーション

の企画をたて、内部で作っている。また、コンテンツとしては、純粋な観光や

製鉄ツアー等テーマ型の観光、また、近年、工場見学ツアーが発展している動

きが見えてきている。

福井観光 CB においては、エクスカーション部分については、CB からの提案

と大学の研究者が立てる企画がメインで、手作りの感じが強い。コンテンツと

しては、福井の定番となる観光地の参観や和文化を体験できるプログラム、地

表 3-6 エクスカーション部分にかかわる主体とコンテンツの構成
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(3CB へのインタビュー調査の内容により作成 )

場産業に関係する施設の見学が多い。

山形 CB においては、エクスカーションの部分に様々な主体が連携している。

基本的に山形 CB からの提案に、行政から補助を受け、旅行代理店に企画を作成、

実施してもらう。また、連携エリア(主に観光地)からも提案してもらう。基本

的に、そういった 4 つの主体がエクスカーション部分にかかわっている。また、

コンテンツとしては、純粋な観光や地場産業見学や体験プログラム等がよく行

われている。

④国際会議に取り組む理由

国際会議に取り組む大きな理由は、地方都市は現在人口減少、経済発展停滞

などの問題に悩んでいることである。そういった問題を解決するため、国際

MICE の誘致・開催がその手段の一つになれると考えられる。

福井市が国際 MICE の誘致を行うきっかけは福井県の外国人訪問客数が 47 都

道府県の中に 46 位であるため、国際 MICE の開催を通じて、多くの外国人に知

ってもらうためである。

山形市も同じように、地域経済に波及効果を及ぼし、山形や日本の文化を外
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国人に知ってもらうためである。

松江市は同じく地域人口交流を増やし、地域の国際化を促進し、経済発展な

ど様々な効果を求めている。そして、松江 CB の調査によると、国際会議の参加

者の平均滞在日数は国内会議の約 2 倍で、一人あたりの消費額は国内会議の約

1.5 倍であり、経済波及効果が国内会議より一層高く、経済効果に対する統計

の精度も高いとのことであった。

3-4 結論:国際会議誘・致開催段階において、大きな影響を与える要因の分析

以上の調査より、国際会議を誘致するにあたって、誘致段階、開催段階にお

いて、大きな影響を与える要因がそれぞれ異なることが明らかになった。

国際会議誘致する前に、地方中小都市が最も重視するのは会場施設、宿泊施

設、交通アクセスというハード面の整備である。それが国際会議誘致・開催の

前提条件である。

地方都市において、MICE のうち学術会議を中心とする国際会議を重視してい

ることが確認された。国際会議の「誘致段階」においては、地域内大学や研究

機関等の研究者のキーパーソンとの人脈構築が非常に重要である。また、地域

に特徴的な地場産業や自然資源などが国際会議のテーマの関連した時に、この

ような国際会議を当該地域へ誘致しやすいことがわかった。

最初に筆者がエクスカーション部分に活用された地域の食資源や観光資源、

伝統文化などが国際会議の誘致に大きな影響を与えていると考えたが、調査の

結果、そういった資源は国際会議の誘致に大きな影響を与えたわけではなく、

国際会議の開催段階において参加者に地域の魅力を発信する力があることがわ

かった。そういった地域資源の活用は誘致の目的に至らないが、開催地の魅力

発信に繋がり、会議参加者が後日、個人旅行での再訪や当該都市の魅力の海外

への発信などに役に立つと考えられる。
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第 4 章 3CB の誘致事業、調査・企画事業の展開

4-1 目的

全体的に、松江、福井、山形コンベンションビューローが誘致事業、支援事

業、調査事業、企画事業、広報宣伝事業という 5 つの事業を中心に MICE の誘致・

開催に取り組んでいる。そのうち、国際会議の誘致に対して、誘致事業や調査

企画事業がほかの事業より国際会議の誘致に役立つと考え、また、ほかの事業

について、3 都市は大体同じようなことをしており、それほどの違いが見られ

ない。そのため、本章では、松江、山形、福井の CB の誘致事業、調査・企画事

業の精査を通じて、2005～2015 年まで 11 年間の事業経緯を年表化することに

より、各 CB が取り組んでいる誘致、調査・企画事業の傾向や展開等を見て、今

後地方都市で国際 MICE をよりよく推進していく提言を行うことを目的とする。

4-2 3CB のの誘致事業の取り組み

3CB の 11 年間の誘致事業経緯を把握するために、3CB が提供してくれた 11

年分の事業報告書をもとに、以下の 3 つのコンベンションビューロー誘致事業

の比較の表を作った。

表 4-1、4-2、4-3 において、A は CB 同士の取り組みや会議情報の共有のため

の連携事業、B は PR 事業で、詳細は B－が当該地域内のコンベンションに関連

主体に対する PR 事業、B が国内会議主催候補者に対する PR 事業、B＋が海外会

議主催候補者に PR する事業、C が CB の立地地域へのキーパーソンの招聘事業

である。

3 つの CB の誘致事業は、CB 同士の取り組みや会議情報の共有のための連携事

業、CB の支援内容等取り組みを当該地域内のコンベンションの関連主体、国内

会議主催候補者及び海外会議主催候補者に PR する事業、CB の立地地域へのキ

ーパーソンの招聘事業の 3 つに分けられることがわかった。

松江 CB はこの 3 つの項目について、継続的に 11 年間地道に誘致事業を行っ

ている。CB 同士の連携事業については、松江近郊の都市の CB やコンベンショ
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ン推進機関だけではなく、遠方の CB との連携が多い。2013 年から松江 CB は海

外主催候補者を誘致するため、国際コンベンション誘致活動を始めた。また、

この 11 年間、松江 CB は継続的にキーパーソン招聘事業をやっており、数は徐々

に増えている。

表 4-1 松江 CB の誘致事業

表 4-2 山形 CB の誘致事業
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表 4-3 福井 CB の誘致事業

(3CB の 2005 年～2015 年まで 11 年分事業報告書より作成 )

山形 CB については、地域内向けの PR 事業で、地域での人脈づくりができ

てから、大都市への PR 事業や CB 同士の連携事業、キーパーソン招聘事業につ

いて、この 4 年間で一層注力し、徐々に誘致事業を戦略的に展開していた。

福井 CB について、11 年間継続的に CB 同士の連携事業、地域内のコンベンシ

ョン関連主体との情報交換や PR 事業、また国内主催候補者への PR 事業に取り

組んでいた。近年大都市への PR 事業に力を入れ、今後の戦略につなげる取り組

みが見られた。

CB 同士の連携事業については、3 つの CB が 11 年間継続的に取り組んでいる。

今後、当該都市の近くの地区の CB やコンベンション推進機関との連携だけでは

なく、遠方の地域の CB と連携にも注力すべきだと考えられる。また、山形 CB、

福井 CB の PR 事業はまだ日本国内だけに行っているが、松江 CB は積極的に日本

国内で開催した海外キーパーソン商談会や直接海外の国際コンベンション誘致

活動に参加し、国際会議の誘致に力を入れていることがわかった。

4-3 3CB の調査・企画事業の取り組み
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3 つのコンベンションビューローの 2005 年～2015 年まで 11 年間の調査・企

画事業の経緯を把握するために、3CB から提供を受けた 11 年分の事業報告書を

もとに、以下の 3 つのコンベンションビューロー調査・企画事業の比較の表を

作った。

表 4-4 松江 CB の調査・企画事業の比較

表 4-5 山形 CB の調査・企画事業の比較

表 4-6 福井 CB の調査・企画事業の比較

(3CB11 年間の事業報告書より作成)

調査・企画事業については、表 4-4、表 4-5、表 4-6 に示した。国際会議の開

催状況やニーズといった調査事業は 3CB で同様に継続的に行われ、CB の基本業

務であることが推察された。山形と福井 CB が当該地域における各種団体、施設
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にコンベンション開催予定や開催動向に関する調査を行い、各自のデータベー

スを作成・更新している。松江については、コンベンションの新たな領域を開

拓するため、近年 PCO やエージェントによる誘致活動も取り組みはじめた。ま

た、各 CB が会議開催後の効果を把握するため、コンベンション主催者や参加者

へのアンケート調査、コンベンション開催による経済波及効果を測定・分析す

る調査を行った。

企画事業については、松江 CB が継続的にくにびきメッセファンクラブという

キーパーソンとのネットワーク構築事業を行っている。山形 CB はここ数年でい

ろいろなイベントを実施しており、誘致事業と同様に違いが見られた。

調査対象とした 3つの地方中小都市の CBにおける様々な取り組みや戦略的展

開の違いは、国際 MICE の開催実績数の差等の相関を現時点では少し見られたが、

松江 CB など、強みを持っている地元大学・研究機関がなくても実績を上げてい

ることから、取り組みの効果が数年後に現れることが推察された。

4-4 3CB の県内外主催者への誘致訪問回数

コンベンションビューが国際会議を誘致するため、CB 同士の連携による情報

交換やキーパーソンからの情報提供、コンベンション開催予定調査等を通じて、

コンベンション開催の情報を獲得し、コンベンション主催候補者に誘致訪問活

動を行う。コンベンションビューローの各主体への誘致訪問回数が国際会議の

誘致に影響を与えるかということを解明するため、各 CB が提供してくれた 11

年分の事業報告書に掲載されている CB の各主体への訪問件数をもとに、3 つの

CB の地元主催者と首都圏など大都市主催者への誘致訪問回数比較図を作った。

CB の県内外の誘致訪問回数(図 4.1～4.3)は、実線が県外への誘致訪問で、点

線が県内への誘致訪問である。また、柱状図は国際会議の開催回数である。

松江においては(図 4.1)、2005～2007 年まで、誘致訪問回数が増えたため、

その効果は 2007～2008 年までの国際会議の開催回数が伸びた。2011 年から、

訪問回数が再び増えると、国際会議の回数も増えている。この 11 年間松江 CB

が地元主催者への誘致訪問回数が減っており、首都圏や関西、中国地方など県

外の主催者への訪問件数が増えていることがわかった。これは松江では、国際
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図 4.1 松江 CB 県内外への誘致訪問回数比較と 2005～2014 国際会議開催回数

(松江 CBの 2005～2015年まで 11年間の事業報告書より作成)

会議の誘致に役立つ大学や研究機関などの組織、地場産業などが存在しないた

め、松江 CB が誘致の重点を県外の研究者とのネットワークの構築に置いたこと

に関係あると考えられる。

山形においては(図 4.2)、県内への誘致訪問回数が圧倒的に多く、県外への

誘致訪問があまり行っていない。その結果、国際会議の開催回数はあまり伸び

ていない。2005 年～2009 年まで、山形 CB の地元主催者への誘致訪問件数が急

速に増えいた。これは表 4-2 に書いたように、2005 年～2009 年までに山形 CB

が地域のコンベンション関連主体との連携や山形 CB の取り組みを地域内に PR

することに力を入れて取り組んできたからだと考えられる。また、2009 年から、

地元主催者に対する誘致訪問は毎年大体 300 以上の件数が行われている。これ

に対して、首都圏や仙台圏等県外主催者に対する訪問回数が毎年 50 件くらいで、

ここから、山形 CB の MICE 誘致の重点はまだ地元の主催者に置いていると推察

された。
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図 4.2 山形 CB 県内外への誘致訪問回数比較と 2005～2014 国際会議開催回数

(山形 CB の 2005～2015 年まで 11 年間の事業報告書より作成)

図 4.3 福井観光 CB 県内外への誘致訪問回数比較と 2005～2014 国際会議開催

回数

(福井 CB の 2005～2015 年まで 11 年間の事業報告書より作成)

福井では(図 4.3)、最初に開催回数が多かったが、2005～2009 年まで、誘致訪

問があまりやっていなかったため、2009～2011 年の開催回数が落ちていた。

2009 年以後、県内外への誘致訪問回数を増やすと、国際会議の開催回数も増え

ている。
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この 10 年間 3CB の国際会議の開催回数から見れば、山形 CB の国際会議の開

催回数は年 2 回くらいで、大きな変化は見られなかった。松江、福井 CB の国際

会議の開催回数は 10 年間に大きな変動があったが、年間開催回数は大体 2 回以

上で、近年山形での開催回数をはるかに上回っている。

10 年間の国際会議開催回数が最も多い松江 CB の首都圏主催者への訪問回数

がほかの 2 都市より非常に多く、また、首都圏や地元の主催者両方への誘致訪

問を行う福井 CB の国際会議の開催回数も多い。これに対して、地元主催者を中

心に誘致訪問を行う山形 CB の国際会議の開催回数が少ないため、地方都市にお

ける国際会議の開催回数は各 CB の誘致訪問対象と誘致訪問回数に関係あると

考えられる。今後の地方都市の CB が主催者への誘致訪問をする際に、地元の主

催者に注目するだけではなく、首都圏や他の大都市の主催者への誘致訪問も増

やすべきだと筆者は考える。

第 5 章 学術会議を中心とする地方都市の国際会議誘致のモデルになる仕組み

5-1 調査のまとめ

第 2 章はまず、JNTO の日本コンベンションガイドブックに掲載されている都

市のうち、地方中小都市と考えられる規模の人口 10〜30 万人のなかで、2010

年以降主な国際会議の開催件数（予定も含む）が突出している上位 4 位までの

コンベンションビューローを有する都市（松江市、福井市、山形市、つくば市）

を俯瞰した。このうち、つくば市は、教育研究機関が集積し、2005 年～2014

年までの国際会議開催回数(645 回 )がほかの都市をはるかに上回っている

（JNTO「国内都市別国際会議開催件数一覧表」より）ことから、特異な状況で

あることを考慮し、研究対象から除外した。地方都市における MICE の概要を把

握し、研究対象とする松江 CB、福井 CB、山形 CB を抽出した。

第 3 章では、3 都市（松江市、福井市、山形市）の CB を対象に、国際 MICE

の誘致・開催に影響を与える要因について明らかにした。

プレ調査として、EXPO ミーティング 2016 に集まる人口 10〜30 万人の地方都

市の CB担当者に MICEの取り組み現状についての簡易インタビュー調査により、
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1）MICE の誘致段階と開催段階で視点が異なること、2）CB 担当にとっては、MICE

開催の必須条件は、会場施設、宿泊施設、アクセス整備を共通に挙げることが

わかった。また、MICE の誘致に影響を与える要因としては、3）地元大学の研

究者との人脈や、4）国際会議のテーマに関連した分野に関する地域に特徴的な

地場産業や自然資源等があること等が挙げられた。

そこで、これらを参考に設計した半構造化インタビュー調査を第 2 章で抽出

した 3 都市の CB に対して行い、ハード面の整備状況、CB が行っている業務、

MICE の誘致に大きな役割を果たしている地場産業・地域組織の存在、エクスカ

ーション（視察や懇親会）の企画・運営内容、その他工夫点を把握した。その

結果、①地方都市においては MICE のうち学術会議を中心とする国際会議を重視

していることが確認され、②国際会議の「誘致段階」において、地域内研究機

関等の研究者のキーパーソンとの人脈構築が非常に重要であること。③そのよ

うな研究機関が地元にない場合は、地域の外の研究者との人脈づくりを積極的

に行う仕組みを工夫していること等がわかった。また、エクスカーションの部

分は「誘致段階」においては一般には重要な要素ではないことがわかった。

第４章では、松江市、山形市、福井市の CB の 2005 年～2015 年の事業報告書

を入手し、この内の主に誘致事業、調査・企画事業の精査を通じて、今後地方

都市で国際 MICE を推進するための知見を得て、提言を行った。

11 年間の事業経緯を年表化することにより、各 CB が取り組んでいる誘致、

調査・企画事業の傾向や展開、戦略性の有無が明らかになった。誘致事業は、

大きく①各都市の CB 同士の取り組みや会議情報の共有のための連携事業、②CB

の取り組みを当該地域内の関連主体や国内・海外の会議主催候補者に PR する事

業、③CB の立地地域へのキーパーソンの招聘事業、の 3 つに分けられた。松江

CB はこの 3 項目について、ほぼ継続的に 11 年間地道に誘致事業を行っている。

山形 CB は、②の地域内向け PR 事業で人脈を構築後、大都市への PR 事業や CB

同士の連携事業、キーパーソン招聘事業にこの 4 年で一層注力し、徐々に誘致

事業を戦略的に展開していた。また、福井においては、11 年間継続に CB 同士

の連携事業、地域内のコンベンション関連主体との情報交換や地域内向け PR

事業、また国内主催候補者への PR 事業に取り組んでいた。近年大都市への PR

事業に力を入れ、今後の戦略につなげる仕組みが見られた。
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次に、調査・企画事業については、国際会議状況やニーズといった調査事業

は 3CB で同様に継続的に行われ、CB の基本業務であることが推察された。一方、

企画事業は、継続的に取り組む松江 CB、ここ数年実施している山形 CB など、

誘致事業と同様に違いが見られた。調査対象とした 3 つの地方中小都市の CB

におけるこれらの取り組みや戦略的展開の違いは、国際 MICE の開催実績数の差

などの相関を現時点では見ることができなかったが、松江 CB など、地元大学・

研究機関がなくても実績を上げていることから、取り組みの効果が今後に現れ

ることが推察された。今後、地方中小都市が国際 MICE 誘致の際に、営業誘致訪

問活動は地元の主催者への誘致訪問に限らず、首都圏、関西等大都市の主催者

への訪問回数も増やすべきだと考える。また、誘致訪問活動に必要な情報を獲

得するため、CB 同士の情報交換連携事業、国内主催者への PR 事業、海外主催

者への PR 事業等に力を入れるべきだと考える。

5-2 学術会議を中心とする地方都市の国際会議誘致のモデルになる仕組みへ

の提言

図 5.1 学術会議を中心とする地方都市の国際会議誘致仕組み
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今回の調査により、人口 10 万～30 万人の地元に強い大学や研究機関が存在

する地方中小都市において、学術会議を中心とする国際会議の誘致形式は 3 つ

の形に分けられる。ルート 1 は地方中小都市の CB が地元の大学や研究機関に事

業説明会や情報交換会を行い、地元の研究者とのネットワークを構築する。ネ

ットワーク構築した地元の研究者がキーパーソンとして、所属する学会に PR

してもらう。ルート 2 は CB がキーパーソンから情報を得て、国際会議主催団体

へ誘致訪問を行う。ルート 3 はキーパーソンである研究者がまた別の研究者を

紹介してもらう。新しいキーパーソンとの人脈づくりができ、新しいキーパー

ソンが学会に PR してもらい、また、新しいキーパーソンから国際会議の関する

情報を得て、CB が国際会議主催団体へ誘致訪問を行う。

松江においては、地元に強い分野を持っている大学や研究機関がないため、

自らの独特な誘致仕組みを作った。それは過去松江で開催した国際会議、全国

大会・学会の主催者の中に、松江に愛着を持っている研究者を集め、くにびき

メッセファンクラブを作成した。このファンクラブに所属する先生が大部分は

首都圏や大阪など大都市の研究者で、この仕組みで地元の強い大学や研究機関

がなくても、首都圏や大阪など大都市の研究者とのネットワークを構築できる。

キーパーソンができると、その誘致方法はルート 1、2、3 の誘致方法と同じで

ある。

図 5.2 CB が国際会議の主催者に誘致訪問を行うための国際会議に関する情報取

得対象
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CB が国際会議の主催者に誘致訪問を行うためには、国際会議に関する情報が

必要である。福井、山形 CB は地元向けの PR 事業、国内大都市向けの PR 事業、

地元のコンベンションマーケティング調査、地域附近の CB 同士との連携事業に

重点を置いている(図 5.2 の実線の矢印)。

松江 CB は情報を取得するために、CB 同士との連携事業について、自都市の

近くの地区の CB やコンベンション推進機関との連携だけではなく、遠方の CB

やコンベンション推進機関との連携による情報交換を行っている。また、海外

展示会、キーパーソン商談会などへの参加することで海外主催者向けの PR 事業、

海外への視察や PCO ・エージェントによる誘致調査など新しいマーケティング

調査事業なども行っている(図 5.2 の白抜き矢印)。

学術会議を中心とする地方都市の国際会議の誘致について、地元に強みと

なる大学や研究機関が存在する場合は、キーパーソンとの人脈づくりや国際会

議に関する情報の獲得ための連携事業、PR 事業、調査事業などの取り組みにつ

いて、基本的に地元を中心に展開している。そういった大学や研究機関がない

場合は、人脈づくりや情報収集の取り組み等について、日本国内の大都市や海

外に注力するという傾向が見えた。

学術会議を中心とする国際会議の誘致段階において、最も大事なのはキーパ

ーソンとの人脈づくりと会議主催者への誘致訪問を行うための国際会議に関す

る情報の取得だと考えられた。また、国際会議の開催段階において、地方都市

ならではの観光資源が国際会議誘致に一般的に重要な要素ではないが、「開催

段階」において、開催地の魅力発信に繋がり、会議参加者が後日、個人旅行で

の再訪や当該都市の魅力の海外への発信などに役立つと考えられる。
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表 4-3 福井 CB の誘致事業

(3CB の 2005 年～2015 年まで 11 年分事業報告書より作成)

表 4-4 松江 CB の調査・企画事業の比較
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図 5.1 学術会議を中心とする地方都市の国際会議誘致仕組み

図 5.2 CB が国際会議の主催者に誘致訪問を行うための国際会議に関する情報

取得対象
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